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【随想】  
フリーランスは玉虫色の言葉 平田　麻莉 3

〔特集　アジアにおける競争政策の動向〕
アジア諸国の動向について（東アジア・ASEAN諸国等を中心として） 大胡　　勝 4

東アジア・ASEAN諸国等を中心とした国々の競争政策・競争法の動向や、我が国の公
正取引委員会とアジア諸国の競争当局との連携及び技術支援についての公正取引委員
会官房審議官（国際担当）に紹介

中国における競争政策の最近の動向について 藤谷　義秀 7

韓国の競争政策の最近の動き 石本　将之 15

インドにおける競争法・政策の最近の動向 山下　博之 22

インドネシアにおける競争政策の動向 沼上　和秀 28

ベトナム社会主義共和国における最近の競争法の運用状況 五十嵐香織 33

マレーシア競争法及びその最近の動向 小畑紳一郎 39

タイにおける競争政策の動向 後藤　大樹 45

公正取引委員会競争政策研究センター第4回大阪シンポジウムの開催について  
 小林　　暁＝土谷　真実 52
公取委競争政策研究センターが令和3年11月26日にオンライン形式で開催したシンポジウムの
担当官による概要紹介

【審決・判決評釈】
プ ラットフォーム通信販売事業者の二重価格表示に対する景品表示法に基づく措置命令取消
訴訟控訴審判決─「Amazon事件」令和2年12月3日　東京高裁判決─ 佐藤　吾郎 60
消費者庁が景品表示法違反（有利誤認）で行った措置命令（平成29年12月27日）の取消しを求め
た事件の東京高裁判決についての評釈

【企業結合事例解説】
グ ローバルウェーハズ・ゲーエムベーハーによるシルトロニック・アーゲーの株式取得に関す
る審査結果について 安藤　巨騎＝関根真紀子＝中尾　彰男 67
公正取引委員会が令和3年11月26日に審査を終了した旨を公表した企業結合審査についての担
当官による解説
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【独占禁止法事件解説】
株 式会社ユニクエストに対する独占禁止法違反被疑事件の処理について  
 山田　裕司＝昼間　政行 74
公取委が令和3年12月2日に公表した独占禁止法（排他条件付取引又は拘束条件付取引等）の規定
に違反する疑いで審査を行っていた事件の処理についての担当官による解説

【景品表示法事件解説】
株 式会社ECホールディングスに対する景品表示法に基づく措置命令及び課徴金納付命令に
ついて 吉田　英治 79
消費者庁が景品表示法違反（優良誤認）で措置命令（令和元年6月5日）及び課徴金納付命令（令和
３年1月28日）を行った事件について担当官による解説

【記者の目】
悪弊に終止符を 畑中　　俊 83

【国内だより】
公正取引委員会の役割に期待 澤田　悦守 84

◯公取委の動き  85　 ◯海外競争政策の動き  87　 ◯独占禁止法関係文献月報  92　  ◯公正取引協会のページ  93
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白石忠志教授ゼミ「独禁法事例研究」のご案内（Web講座）

　独占禁止法案件を扱う企業法務担当者にとっての必読書である「独禁法講義」（第13回横田正俊記
念賞受賞）、「独占禁止法」（体系書）、「独禁法事例集」（ケースブック）の著者であり、かつ、独禁法研究
のトップランナーである東京大学の白石忠志教授を講師とするゼミナール「独禁法事例研究」を開
催します。

■開 講 日 令和4年4月12日（火）～令和5年2月8日（水）（予備日を含む）
15：00～17：00　全10回、原則毎月1回

■講　　師 白石　忠志　氏（東京大学教授）
■会　　場 公益財団法人公正取引協会　会議室
■配信方法 Zoomミーティングによるウェブ方式（1週間のオンデマンド配信あり）
■定　　員 50名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
■受 講 料 110,000円（税込）

　※ 　スケジュール、申込方法及びシステム環境の要件等の詳細は公正取引協会ウェブサイト（https://www.
koutori-kyokai.or.jp）をご覧ください。


